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02ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号読者からのお便り12 月号の表紙の子どもたちの笑顔は本当に私まで楽しくなるし、この子どもたちと福島県の子どもたちがこれからもこういう楽しい顔でいられ

るよう祈っています。 ( 桑折町 60 代女性 )

2. 早春の須賀川牡丹園（須賀川市）問（公財）須賀川牡丹園保勝会 ☎ 0248-73-2422

1. 福島県立美術館の紅梅（福島市）問福島県立美術館 ☎ 024-531-5511光
こ う

地域の小・中・高校合同で行われた演奏会

ゆ│め│だ│よ│り
ふくしまから 
はじめよう。
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【表紙】
昨年10 月に行われた全日本吹奏楽コン
クールで銀賞を受賞した県立湯本高等
学校吹奏楽部。
震災で校舎が使用できなくなり、一時は
いわき明星大学に全生徒が移転し、今
も高校のグラウンドに建てられたプレハ
ブ校舎で学んでいます。
吹奏楽部では、県内外から楽器の提供
を受けるなど、さまざまな支援を受け活
動を続けてきました。そんな支援への感
謝の気持ちを伝えたいとの思いから、部
では地域の人たちに元気を届けるため、
地域の病院や福祉施設での演奏活動も
行っています。
現在は、3 月に東京で開催される東日本
大震災復興支援チャリティコンサートへの
出演や、定期演奏会に向けて、日々 練
習に励んでいます。



03 ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号 読者からのお便り ふくしまの宝の写真がとても美しく、このふくしまの美しい自然を守りたいと強く思いました。 ( 白河市 60 代女性 )

3. つるし雛
びな

飾り（いわき市）問ままや ☎ 0246-55-6280

5. 只見川（金山町）
	 問金山町産業課 ☎ 0241-54-5327

6. 山本不動尊（棚倉町）
	 問棚倉町観光協会 ☎ 0247-33-7886

7. 古
こぐまやまふどうたきじょうりゅう

熊山不動滝上流（川内村）
	 問川内村復興対策課 ☎ 0240-38-2112

4. 里からの磐梯の頂（会津若松市）
	 問会津若松市観光課 ☎ 0242-39-1251

ふくしまの宝
早春の柔らかな光。新しい
季節がめぐり、人々を幸せに
する風景はふるさとの宝です。

春
し ゅ ん

1

　

厳
し
い
冬
の
さ
な
か
、
ふ
と

顔
を
見
せ
る
春
の
き
ざ
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。
そ

れ
は
新
し
い
季
節
の
つ
ぼ
み
が

ほ
こ
ろ
び
始
め
た
一
瞬
で
す
。

柔
ら
か
な
日
差
し
や
季
節
の
風

物
が
、
早
春
の
光
景
を
彩
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
春
浅
い
中
に
も
、
少
し

ず
つ
何
か
が
始
ま
る
予
感
を
感

じ
る
…
…
ゆ
る
や
か
に
芽
吹
い

て
く
る
福
島
の
春
景
は
私
た
ち

の
宝
物
。
そ
ん
な
変
化
を
楽
し

み
に
、
県
内
各
地
を
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

2

3

7
45

6



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号

地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、

Ｄ
Ｃ
に
つ
な
げ
よ
う
　

そ
し
て 

ふ
く
し
ま
で
つ
な
が
ろ
う
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本
県
の
力
強
い
復
興
に
は
、
地

域
に
幅
広
い
活
力
を
も
た
ら
す「
観

光
」
の
再
生
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
起
爆
剤
と
な
る
の
が
平
成

27
年
に
本
番
を
迎
え
る
「
ふ
く

し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｄ＊

Ｃ
）」
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
、
特
色
あ
る
歴
史

や
伝
統
文
化
、お
い
し
い
食
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
本
県
に
も
、
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
宝
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
こ
う
し
た
地
域
の

魅
力
を
発
見
し
て
磨
き
上
げ
、
新

た
な
旅
行
商
品
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
、
地
域
の
元
気
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
国
大
会

や
国
際
会
議
が
県
内
各
地
で
開
催

さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
来
県
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、「
ふ
く
し
ま
か
ら　

は
じ
め

よ
う
。」
の
合
言
葉
の
下
、
本
県

の
魅
力
と
今
を
広
く
発
信
し
、
観

光
の
更
な
る
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

知事
メッセージ

観
光
で
地
域
の
魅
力
発
信
は
じ
め
よ
う

読者からのお便り知事のメッセージにあった「再生可能エネルギー先駆けの地」を目指して、家庭でも将来に向けて環境学習に取り組みたいと思います。
 ( 伊達市 40 代女性 )

観光をふくしまの力に
県では県復興計画の中の重点プロジェクトの一つであるふくしまの観光交流プロジェクトを推進しています。今回は平成 27 年に本番を迎え
るふくしまデスティネーションキャンペーン（＊DC）に向けて県内で取り組んでいるおもてなしと魅力再発見の取り組みについて紹介します。

ふくしま観光交流プロジェクト

＊	デスティネーションキャンペーン（DC）とは、地元観光関係者や自治体、ＪＲグループ６社等が協力し、全国の旅行会社等の協力を得ながら、
　３カ月間重点的かつ集中的に全国で宣伝販売が展開される国内最大級の観光キャンペーンです。

大河ドラマの効果などで少しずつ回復しているね

出典 : 観光庁（宿泊旅行統計調査）
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■観光客中心の施設における実宿泊者数（人泊）比較の推移

また来てね！

H22 年の同月と
比較したものです。

只見線沿線の 5
町村では電車に
手を振ろうとい
う呼びかけをは
じめています。

＊



特

集

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号 読者からのお便り 12 月号の特集・エネルギー開発の記事を興味深く拝見しました。いろいろな企業や研究施設の方々の努力あってのことと思います。近い将来、

子どもたちや地球のため、実用化が叶う日が来ることを願っています。 ( 国見町 40 代女性 )
05

地域づくりワークショップ
　県中地域では、県、市町村と民間が一体となって広域
観光の推進に取り組もうと、「ふくしまど真ん中！元気プロ
ジェクト」を立ち上げ地域資源の磨き上げに取り組んでい
ます。
　岩瀬地方ではかつて「石

いわせのくに

背国」と呼ばれていた歴史に
着目し、須賀川市、鏡石町、天栄村が一体となって（岩
瀬地方広域観光連絡協議会）、話し合いやワークショップ
を行い、観光地域づくりのリーダーを養成中です。今後、
リーダーが地域を引っ張り、この地域ならではのおもて
なしを作ろうとしています。

地域の魅力を掘り起こそう

今できることから
取り組もう

農業で観光客との交流を

それぞれの地域で、はじめよう
各地ではじまっているふくしまDCに向けた取り組みの一部を紹介します。

　喜多方では温泉旅
館と地元農家が協力
して、観光客のアス
パラガス収穫体験を
行っています。
　農家の指導の下、
収穫作業を体験して

もらう「人と人の交流」が一番の魅力です。収穫作業後
の心地よい疲れを地元の日帰り温泉で癒すことで、観光
と農業それぞれの魅力につながるという「異業種の連携」
が注目されています。

【問い合わせ先】熱塩温泉旅館協同組合 
	 ☎ 0241（36）3138

　相馬市観光協会で
は、 震 災 後、 旅 館、
飲食店が再開してい
るにもかかわらず、観
光客が戻らず、「何か
しなくては」との思
いを持 ち、 平 成 24

年に松川浦、相馬港などを巡るツアーを始めました。現
地では復興に向かう地元の様子を案内したり、語り部が
震災当時の様子、現在の状況を説明したりして、被災地
の今を伝えています。参加者の多くは県外からで、海外
からの団体視察も案内しています。訪れてもらうことで、
風化の防止と地域の再生につなげようとしています。

【問い合わせ先】相馬市観光協会 ☎ 0244（35）3300

大満足でリピーター続出！　
収穫するコツだけではなく、アスパラガスづくりにかける思
いや産地ならではのおいしい食べ方、地域の魅力などを話
しながら、観光客の皆さんに体験をしてもらって
います。収穫したアスパラガスのおいしさと
温泉に満足していただき、リピーターの方が
とても多いです。

アスパラガス農家　
佐
さ と う

藤　節
せ つ こ

子さん（喜多方市）

「生かされた」命で、命の大切さを伝える
津波で旅館も家族も流されてしまい、悲しむばかりでしたが、
半年ぐらいして「泣いてばかりいてはだめだ。このことを語
り継がなくては」と漁協の方やいちご園の方などと一緒に、
当時のことをツアーの方々に話し始めました。「生かされた」
という思いから、命の大切さを伝えています。
ツアーの皆さんに「ありがとう」「頑張ってくだ
さい」と手を握られると、やってて良かったな、
という思いが込み上げてきます。

語り部　
五
い が ら し

十嵐ひで子
こ

さん（相馬市）

インタビュー

インタビュー

被災地研修ツアー

熱塩温泉と地元農家のコラボレーション2

1

4

新しい名物で地域を
盛り上げたい

地域の魅力って
何だろう？

国見バーガー
　国見町商工会で、新しい名物
を生み出そうと、昔から地元の
名産だった地元商店のさばの味噌煮
を使ったハンバーガーを作りました。当初はキッチンカー
でイベント時のみの販売でしたが、国見バーガーをきっか
けにして、町に足を運んでもらおうと、商店街の空き店舗
を活用した販売もはじまっています。

3

★さばみ
そ煮

　バーガ
ー

なみえ焼
きそば

のように
、私たち

も

町を盛り
上げたい！

3

1

2
45

【問い合わせ先】
国見町商工会
☎ 024（585）2280



特

集

観光をふくしまの力に

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号読者からのお便り 06エネルギーについて私たちは原子力に頼らず、安全な生活を未来の子どもたちに残していかなければと、県のプロジェクトに期待しています。 

( 田村市 60 代女性 )

テレビに映っている情報しか知らない私は福島に行くまで「現地の人
はきっと落ち込んでいるのだろう…」と思っていました。しかし実際
に現地に行くと「風評をなくせるように頑張っていこう！」という前向

きな人たちばかりでした。そんな人たちから刺激を受け、「自分に
も何かできることはないだろうか」と考えさせられます。参加す
るたびに得られるたくさんの新しい発見や出会いをいつも楽し

みにしています。

会津

日光
〒965-0853 福島県会津若松市材木町一丁目3番20号

TEL.0242-28-5885  FAX.0242-26-9730

http://www.aizutetsudo.jp/

1-3-20, Zaimokucho, Aizuwakamatsu-shi, Fukushima-ken, 965-0853 
TEL.0242-28-5885  FAX.0242-26-9730 

邮编:965-0853福岛县会津若松市材木町一丁目3号20号
电话:0242-28-5885  传真:0242-26-9730

郵編:965-0853福島縣會津若松市材木町一丁目3號20號
電話:0242-28-5885  傳真:0242-26-9730

우편번호965-0853후쿠시마현 아이즈와카마쓰시 자이모쿠초1초메 3번 20호
TEL. 0242-28-5885 FAX. 0242-26-9730

検索会津鉄道

Aizu 아이즈 会津 會津

Nikko 닛코 日光 日光

The Aizu Railroad　아이즈 철도　会津铁道　會津鐵道

The Aizu Railroad  아이즈 철도
会津铁道  會津鐵道

会津若松市

磐越西線

磐越西線

JR只見線

会津鉄道

野岩鉄道

東武鉄道

289

289

121

121

118118

352

400

2５２

121

南会津町

日光市

東 京

下郷町

1

2

2

3

５

６

７

８

９
10

1１

西若松駅

芦ノ牧温泉駅
湯野上温泉駅

塔のへつり駅

会津田島駅

会津高原尾瀬口駅
上三依塩原温泉口駅

湯西川温泉駅

川治温泉駅
龍王峡駅

新藤原駅

鬼怒川温泉駅

下今市駅上今市駅

栃木駅

会津若松駅

喜多方駅

栗橋駅

大宮駅

池袋駅

新宿駅 浅草駅

とうきょう
 スカイツリー駅（旧業平橋駅）

春日部駅

北千住駅

東武動物公園駅

東武日光駅

喜多方駅下車会津若松駅下車

とうきょうスカイツリー駅下車

浅草駅下車

会津田島駅下車

会津酒造歴史館

新宮熊野神社 長床

旧南会津郡役所

浅草雷門

東京スカイツリー

Kitakata Station
키타카타역 
喜多方站  喜多方站

Disembarking at Kitakata Station
키타카타역 하차

喜多方站下车　  喜多方站下車

Disembarking at Aizu Tajima Station
아이즈타지마역 하차

会津田岛站下车　 會津田島站下車

Disembarking at 
Aizu Wakamatsu Station

아이즈와카마츠역 하차
会津若松站下车　會津若松站下車

Shingūkuma-no-Jinja Shrine Nagatoko　신구쿠마노신사 나가토코 
新宫熊野神社  长床     新宮熊野神社  長床

Aizu Sake History Museum　아이즈주조 역사관
会津酿酒历史博物馆    會津釀酒歷史博物館

Aizu Wakamatsu Station 
아이즈와카마츠역 
会津若松站  會津若松站

Nishi Wakamatsu 
Station  
니시와카마츠역 
西若松站 西若松站

Ashinomaki Onsen Station  
아시노마키온천역  
芦牧温泉站  蘆牧溫泉站

Tō-no-hetsuri Station 
Station  
토노헤츠리역  
塔崖站  塔崖站

Yunokami Onsen 
Station  
유노카미온천역  
汤野上温泉站 湯野上溫泉站

Aizu Tajima Station  
아이즈타지마역  
会津田岛站  會津田島站

Aizu Kōgen Ozeguchi Station  
아이즈코겐 오제구치역  
会津高原尾濑口站  會津高原尾瀨口站

Kamimiyori Shiobara Onsenguchi Station  
카미미요리시오바라온천입구역  
上三依盐原温泉口站  上三依鹽原溫泉口站

Shinfujiwara Station  
신후지와라역  新藤原站  新藤原站

Kinugawa Onsen Station  
키누가와온천역  鬼怒川温泉站  鬼怒川溫泉站

Tōbu Nikko Station  
토부닛코역  东武日光站  東武日光站

Shimoimaichi Station  
시모이마이치역  
下今市站 下今市站

Kamiimaichi Station  
가미이마이치역  
上今市站 上今市站

Tochigi Station  
토치기역  枥木站  櫪木站

Kurihashi Station  
쿠리하시역  栗桥站  栗橋站

Omiya Statio
오미야역  
大宫站  大宮站

Ikebukuro Station  
이케부쿠로역  池袋站  池袋站

Shinjuku Station  
신쥬쿠역  新宿站  新宿站

Tōbu Dōbutsu Kōen Station  
토부 동물공원역  
东武动物公园站  東武動物公園站

Asakusa Station 
아사쿠사역  浅草站  淺草站

Tokyo Sky Tree Station (Formerly Narihirabashi Station)  
토쿄 스카이 트리역(구 나리히라바시역)
东京晴空塔站（旧业平桥站）  東京晴空塔站（舊業平橋站）

Kasukabe Station  
카스카베역  春日部站  春日部站

Kitasenju Station  키타센쥬역  
北千住站  北千住站

Yunishigawa Onsen Station  
유니시가와온천역  
汤西川温泉站  湯西川溫泉站

Ryūōkyō Station  
류오쿄역  龙王峡站  龍王峽站

Kawaji Onsen Station  
카와지온천역  川治温泉站  川治溫泉站

Ban-etsu West Line
반에쓰서선 
磐越西线  磐越西線

JR Tadami Line 
JR다다미선
JR只见线  JR只見線

Aizu Railroad  아이즈철도
会津铁道  會津鐵道

Yagan Railroad  야간철도
野岩铁道  野岩鐵道

Tōbu Railroad  토부철도
东武铁道  東武鐵道

Ban-etsu West Line   
반에쓰서선 
磐越西线  磐越西線

Aizu Wakamatsu City
아이즈와카마츠시
会津若松市  會津若松市

Minamiaizu Town
키타아이즈마치
南会津町  南會津町

Nikko City
닛코시 
日光市  日光市

Tokyo  토쿄 
东京  東京

Shimogō Town  시모고마치
下乡町  下鄉町

沿線ガイドマップ

Guide Map
Guide Map of Sites along the Railroad Line
연선 가이드 맵　铁路沿线观光指南　鐵路沿線觀光指南

会津～日光をつなぐ
Linking Aizu and Nikko 　아이즈∼닛코를 잇는 

连接会津与日光的 　連接會津與日光的

日光 Nikko 닛코 
日光 日光

【鶴ヶ城】
会津若松のシンボル。戊辰戦争後
解体されたものの、1965年に天
守が復興再現され現在の姿に。
【Tsuruga-jo Castle】
The symbol of Aizu Wakamatsu. Although 
dismantled after the Boshin Civil War, the 
current Castle Tower is a reproduction of 
the original, reconstructed in 1965.

The 130 kilometer-long Shimotsuke 
Highway linking Aizu and Nikko was repaired by 

the first feudal lord of Aizu, Masayuki Hoshina.
In addition to this connection between the two cities, 

several years after the last feudal lord of Aizu, Katamori 
Matsudaira, lost the Boshin Civil War, he was appointed 
as the chief priest of the Tōshōgū Shrine in 1880.

【츠루가죠】
아이즈와카마츠의 심볼. 
보신전쟁후 해체되었지만, 1965
년에 텐슈가 부흥재현되어 
현재의 모습으로.

【鹤城】
会津若松的标志。戊辰
战争后被强制拆除，呈
现在您眼前的天守阁是
于1965年重建的。

【鶴城】
會津若松的標誌。戊辰
戰爭後被強制拆除，呈
現在您眼前的天守閣是
于1965年重建的。

【日光東照宮】
日光の代名詞とも言える世界遺産
(1999年登録)。徳川幕府三代将軍家光
により今日の絢爛豪華な社殿となる。
【Nikko Tōshōgū Shrine】
A World Heritage Site (registered in 1999) 
that is nearly synonymous with Nikko.  
Due to the efforts of the Tokugawa Bakufu 
Government’s Third Generation Shogun 
Iemistu, it became the dazzling, splendid 
shrine you see here today.

【닛코 토쇼궁】
닛코의 대명사로도 불리는 세계유산
(1999년등록). 토쿠가와 막부 삼대 
장군(이에미츠)에 의해 현재의 
호화찬란한 신전으로 만들어졌다.

【日光东照宫】
可以算作是「日光」的代名词了，
1999年被登录为世界遗产。在德川
幕府的第三代将军---家光的指令
下，修建成如此绚烂豪华的神殿。

【日光東照宮】
可以算作是「日光」的代名詞了，
1999年被登錄為世界遺產。在德川
幕府的第三代將軍---家光的指令
下，修建成如此絢爛豪華的神殿。

아이즈와 닛코를 연결하는 130km의 
시모츠케가도는 초대 아이즈 한주였던 호시나 

마사유키에 의해 정비되었다. 또한 최후의 아이즈 
한주 마츠다이라 카타모리는 보신전쟁에서 패한후, 

1880년에 닛코 토쇼궁의 궁사로 임명되었다.

连接会津与日光的下野街道长130km，是会津初代藩主(诸侯)
---保科正之下令修建的。而会津末代藩主---松平容保在戊辰战争

战败后，于1880年被任命为日光东照宫的宫司。

連接會津與日光的下野街道長130km，是會津初代藩主(諸侯)---保科正之
下令修建的。而會津末代藩主---松平容保在戊辰戰爭戰敗後，於1880年被

任命為日光東照宮的宮司。

会津と日光を結ぶ130kmの下野
(しもつけ)街道は、初代会津藩主保科
正之によって整備されました。
また、 最後の会津藩主松平容保は
戊辰戦争に敗れた後、1880年
に日光東照宮の宮司
に任命されま
した。

会津Aizu 아이즈 
会津 會津

平安末期に建立された、間口27m奥行12mの壁の
ない拝殿。秋の大イチョウのじゅうたんは見もの。
 

The shrine’s wallless, 27 meter (width) by 12 meter (depth) 
worship hall was built in the closing years of the Heian Period.  In 
the autumn, the “carpet” of fallen yellow leaves from the large 
ginkgo tree is truly a sight to see. 
 

헤이안말기에 건설되었던, 폭27m, 앞에서 뒤까지의 길이12m 
의 벽이 없는 배전(신사의 본전 앞에 배례를 위해 지은 건물). 
가을에는 큰 은행나무잎의 융단이 볼만한 장관.
 

建于平安时代末期。其特点是那长27米宽12米的没有隔墙的前
殿；秋季的银杏叶地毯是它的又一个魅力。
 

建于平安時代末期。其特點是那長27米寬12米的沒有隔牆的前
殿；秋季的銀杏葉地毯是它的又一個魅力。

現在も実際に酒造りが行われている宮泉銘醸一番
蔵を見学できる。清酒や焼酎の試飲もできる。
 

Visitors can observe actual sake brewing at the Miyaizumi 
Meijō Number One Brewery.  Visitors can also taste test 
Japanese sake and shōchū.
 

현재에도 실제로 주조가 행해지고 있는 미야이즈미 
메이죠이치방구라를 견학할 수 있다. 청주나 소주의 
시음도 가능.
 

可以参观正在进行酿酒工序的宫泉铭酿一号藏(酿酒房)。还可
以试品清酒和烧酒。
 

可以參觀正在進行釀酒工序的宮泉銘釀一號藏(釀酒房)。還可
以試品清酒和燒酒。
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Former Minami Aizu County Office　구 미나미아이즈군청
旧南会津郡政府    舊南會津郡政府

1885年に落成。当時盛んになりつつあった洋風建築で福島県
の重要文化財。内部は資料館として公開。
 

Completed in 1885.  It is an important culture relic in Fukushima Prefecture, built 
when western style architecture was all the rage.  The inside of the building is open 
to the public as an archives center. 
 

1885년에 준공. 당시 성행하고 있던 양식 건축물이며  후쿠시마현의 중요 문화재. 
내부는 자료관으로 공개.
 

于1885年落成。当时盛行一时的欧式建筑，已被指定为福岛县的重要文化财产。
现作为资料馆对外公开。
 

于1885年落成。當時盛行一時的歐式建築，已被指定為福島縣的重要文化財產。
現作為資料館對外公開。

Tokyo Sky Tree　토쿄 스카이 트리 
东京晴空塔   東京晴空塔

高さ634mの世界一高い自立式電波塔。2012年5月22
日に開業予定。第二展望台は高さ450mに位置する。
 

The world’s tallest free standing radio tower at 634 meters in 
height.  Scheduled to open on May 22, 2012.  The Number 
Two Observation Deck is located at a height of 450 meters.
 

높이634m의 세계에서 제일 높은 자립식 전파탑. 2012년 5월 22일에 
개업예정. 제2전망대는 높이 450m에 위치함.
 

平高达634米的世界最高的独立式电波塔。预定于2012年5月22日
正式对外开放营业。其第二展望台位于450米的高处。
 

高達634米的世界最高的獨立式電波塔。預定於2012年5月22日
正式對外開放營業。其第二展望台位於450米的高處。

Asakusa Kaminari-mon Gate
아사쿠사카미나리몬 

浅草雷门    淺草雷門

浅草を代表する観光ス
ポットの一つ。直径3.3m
高さ3.9m重さ700kgの提
灯と、風神雷神像は圧巻。
 

One of the representative tourist 
spots of Asakusa.  The highlights 
include the 700 kilogram paper 
lantern with a diameter of 3.3 
meters and a height of 3.9 
meters, and the statues of the 
Wind and Thunder Gods.
 

아사쿠사를 대표하는 
관광명소중 하나. 직경3.3m 
높이3.9m 무게700kg의 제등과 
[후진라이진]상은 압권.
 

浅草的代表观光景点之一。直径3.3米、高3.9米、重700公斤的大灯笼和
风神、雷神的塑像是其精华。
 

淺草的代表觀光景點之一。直徑3.3米、高3.9米、重700公斤的大燈籠和
風神、雷神的塑像是其精華。

Disembarking at Asakusa Station
아사쿠사역 하차

浅草站下车    淺草站下車

Disembarking at Tokyo Sky Tree Station
토쿄 스카이 트리역 하차

东京晴空塔站下车    東京晴空塔站下車

４

 福島県　外国人受入体制整備促進事業 検索 扌

 スタ☆ふくプロジェクト 検索 扌

外国語の案内・パンフレットを作成
　まちなかの案内表記や、観光地パンフレットなどの外
国語表記に取り組み、外国の方が観光しやすい態勢を整
えるため、県では外国語表記のための支援を実施してい
ます。

県民総参加でおもてなし
「福が満開おもてなし隊」参加者募集！

　「あいさつをする」「観光地を掃除する」「進んで写真を撮る」
などのおもてなしで、福島県のイメージアップやリピーター
の拡大に取り組んでみませんか。
　団体・企業単位、個人単位のいずれでも参加できます。
参加者にはおもてなし缶バッジを配布します。詳しくは県庁
観光交流課までお問合せください。

【問い合わせ先】県庁観光交流課　☎ 024（521）7398

  外国人にやさしい観光案内を !

  みんなでおもてなし！

　スタ☆ふくプロジェクト ( 福島大学の学生による有志団体 ) は、「福島を感じて
考えるスタディツアー」を企画し、地域の人たちと一緒に試行錯誤しながら 8 回
のツアーを実施。これまで県内外から、延べ 202 人が参加しました。参加者は「報
道だけでは分からない、来てみて初めて分かることがある」と感想を語り、受入
側の漁師や農家の皆さんには、関心を持って訪れてくれる姿勢や参加者との交流
を喜んでいただいています。「今後も、そんな両者の良好な関係を広げ、福島の活
性のための活動に励んでいきたい。」と代表の吉

よ し だ

田江
え り

里さん（2 年生）。県のサポー
トを受けホームページ・フェイスブック・ツイッターなどで活動を発信しています。

新しい出会いや発見が楽しい！　佐
さ と う

藤　仁
ひとし

さん（宮城県から参加）

　「ふくしまデスティネーションキャ
ンペーン」のプレキャンペーンが今
年の 4 月からはじまります。それに
向けて、各自治体や観光関係者等
が地域の魅力の掘り起こしや磨き
上げなどの準備を進めています。
　風評を払拭したり、リピーターを
拡大していくためには、県民一人一
人がおもてなしの心を持って、来県
する観光客に満足いただくことが大
切です。
　「列車や観光バスに向かって手を
振る」「進んで道案内をする」など、
ＤＣをきっかけに、まずは自分にで
きることからはじめてみませんか。

ふくしまを伝えたい
大学生がプロデュースする福島の旅

会
津
鉄
道
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
表
記
）

おもてなし缶バッジ

5

ツアー
参加者の声

平成 27 年
４月１日〜６月 30 日　

ふくしまデスティネーション
キャンペーン

　
ふくしまプレ DC

平成 26 年４月１日〜６月 30 日
　

ふくしまアフター DC

平成 28 年４月１日〜６月 30 日

 「                    」福島県観光キャンペーン

デスティネーションキャンペーンは 3 か年計画の観光キャンペーンです。

●県の取り組み



03 ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号 読者からのお便り

立命館とはじめる関西・世界への情報発信
学校法人 立命館との協定

　　 ふくしまから  はじめよう。 プロジェクトわかる県政わかる県政わかる県政
ののの

　県のスローガンである「ふくしまから　はじめよう。」
には、ひとりひとりが復興に向けて歩みはじめよう、そして、ふくしまから新た
な流れを創っていこう、という未来への意志が込められています。
　県では、ふくしまを応援してくれる方々の協力を得ながら、ふるさと復興の
決意を新たに、ふくしまから新たなコトをはじめる「ふくしまから　はじめよう。
プロジェクト」をはじめました。このプロジェクトをきっかけに、国内外との「縁
やゆかり」を育み、ふくしまの新しいイメージを創っていきます。

 START!

既にはじまっている
プロジェクトの一部を

紹介します。

福島復興浮体式洋上ウィンド
ファーム実証研究事業

ご当地キャラこども夢フェスタ
in 白河 H25/9/21・22 開催

ふくしまから はじめよう。キビタン号 福島空港メガソーラー

1220 新たな
取り組み

●熊本県と連携してはじめた
　「くまもとから元気をプロジェクト」
　により、 くまモンが子どもたちに
　元気を届けました。
●県内マスコミとはじめた
　「ふくしま夢つながるプロジェクト」
　「ふくしまから はじめよう。夢大賞」
   など。

その他
にも…

キャッチボール
クラシック

「ふくしまから はじめよう。
プロジェクト」は

どんどん広がっています。

立命館大学と連携し、ふくしまの“魅
力”と“今”を伝えるシンポジウムや留

学生を対象とした本県でのスタディツアーを
実施します。今後、幅広い分野で協力を得な
がら、本県の情報発信に取り組んでいきます。

昨年１１月運転を開始。今年は
さらに、世界最大級の７メガ
ワットの風力発電設備が２基
設置される予定です。

首都圏や県内の仮設住宅などで県産
品の移動販売を行い、販路拡大や観
光ＰＲに取り組んでいます。出店場
所・スケジュールは

約4,300枚のパネルを備える
大規模な太陽光発電所を、3月
の運転開始を目指して建設中
です。

子どもたちに夢と希
望を与えたいという
想いがつながって、
ふくしまで新たな競
技が誕生しました。

子どもたちに元気と笑顔を届け、復
興に向かう“ふくしまの今”を全国に
発信するイベントを開催しました。

国内10企業・1大学で
はじめた
国内10企業・1大学で
はじめた

プロ野球選手と
一緒にはじめた
プロ野球選手と
一緒にはじめた

全国のご当地キャラと
はじめた

全国のご当地キャラと
はじめた

再生可能エネルギー先
駆け

の地を目指してはじめ
た

民間企業との
協働ではじめた 再生可能エネルギー先

駆け

の地を目指してはじめ
た

民間企業との
協働ではじめた

検 索キビタン号

H25/

取り組み
として…

読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・2 月号
07 12 月号の「ふくしまから　はじめよう。」ページ、関さんの「農業にはやり方次第で無限の可能性がある」という言葉に感銘を受けました。

みなさん前向きに頑張っていらっしゃいますね。元気、勇気をいただきました。（郡山市 40 代女性）
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受
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会
で
は
将
来
ま
た
多
く
の
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
農
家

民
宿
の
許
可
申
請
を
進
め
、
先
進
地

を
視
察
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
齋
須
さ
ん
は
「
鮫
川
に
カ

ジ
カ
を
呼
び
戻
す
会
」
の
代
表
で
も

あ
り
、
平
成
18
年
か
ら
会
員
と
共
に

水
質
調
査
と
環
境
整
備
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
こ
こ
数

年
は
カ
ジ
カ
が
産
卵
し
繁
殖
し
て
い

る
の
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
、

自
分
か
ら
動
き
始
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
」

　
震
災
後
も
変
わ
ら
ず
鮫
川
村
に
農

村
体
験
に
来
て
い
る
大
学
生
も
い

て
、
多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
齋
須

さ
ん
。「
私
た
ち
の
よ
う
に
、
定
年

後
の
世
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
な

か
で
で
き
る

こ
と
が
あ

る
」
と
元
気

な
同
世
代
に

エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

　豊かな自然のなかで伝統や自然を守り
若者との交流を楽しむグリーンツーリズ
ムに取り組んできた鮫川村。震災後の風
評被害にもめげず、さらなるあゆみを進め
ています。

定
年
後
に
始
め
た
和
紙
づ
く
り

３
０
０
年
間
続
く
業
を
引
き
継
ぐ

わ
ざ

ま
だ
ま
だ
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
あ
る

　
定
年
退
職
を
機
に
本
格
的
に
鮫
川

和
紙
づ
く
り
を
始
め
た
齋
須
寛
一
さ

ん
。
冷
た
い
水
を
使
い
、
底
冷
え
の

す
る
紙
す
き
小
屋
の
作
業
も
楽
し
そ

う
に
こ
な
し
ま
す
。

　「
慣
れ
て
く
る
と
、
す
い
た
感
覚

で
、
ど
ん
な
紙
が
仕
上
が
る
か
分
か

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
形
に
な
っ
て
い

く
過
程
が
本
当
に
面
白
い
で
す
」。

　
和
紙
づ
く
り
の
師
匠
は
20
年
前
ま

で
紙
す
き
を
し
て
い
た
星
弘
さ
ん
。

当
時
90
歳
だ
っ
た
星
さ
ん
は
、
鮫
川

鮫
川
和
紙
の
家
主
宰
●
齋
須 

寛
一
さ
ん
（
鮫
川
村
） 和

紙
づ
く
り
を
知
る
唯

一
の
人
で
、
齋
須
さ
ん

に
喜
ん
で
紙
す
き
を
教

え
る
と
と
も
に
、
快
く

道
具
を
貸
し
て
く
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
紙
の
出
来
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か

認
め
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ

う
や
く
「
こ
の
く
ら
い
で
き
れ
ば
、

よ
か
っ
ぺ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
か

か
っ
た
歳
月
は
４
年
近
く
。
齋
須
さ

ん
が
一
人
前
に
な
っ
た
の
を
見
と
ど

け
て
、
星
さ
ん
は
昨
年
１
月
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。

（下）楮の皮をはぐために集まった仲間たち。作業が終わった後には手
打ちそばを味わうのが恒例になっているそうです。

（左）鮫川和紙を貼り合わせてつくったラ
ンプシェード。紙すきと合わせ製作体験
もできます。詳しくはホームページから
http://samegawa-washi.com/

さ
い

す

か
ん

い
ち

鮫川村

鮫
川
和
紙
を
生
ん
だ
水
の
恵
み
を
未
来
へ

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
胸
に
動
き
だ
そ
う

　蔵の町で知られる喜多方市。かつて蔵のれんがや瓦を製造して
いた「三津谷の登り窯」を保存する活動が進められています。

喜多方煉瓦會 ☎0241（22）5546

　明治23年に創業した「三津谷の登り窯」は、昭和45年に廃
業し、一時は復活したものの静かに眠りについていました。平
成19年に窯が近代化産業遺産に認定されたことをきっかけ
に、「生きた産業遺産」として活用しようと市民有志を中心に
喜多方煉瓦會の前身となる実行委員会が発足。活動当初は、
窯場の修繕作業を中心に行い、れんが作りの伝承者も募集し
てきました。その募集を見てボランティアに参加し、すっかりれ
んがに魅了されてしまったという加藤裕之さんが、現在は窯の
運営にも携わっています。
　震災により窯が破損。しかし「ここで活動をやめられない」と
メンバーも震災支援の活動などで忙しい中、みんなで修復作
業を実施。亀裂をふさいだり、窯内部の補強を行った結果、修
復を始めた約半年後に火入れができるようになりました。今で
は、年に数回のペースでれんがの焼成※を実施。「れんが作り
は全て手作業。でも、手間暇かけて作ったものが地域で活用さ
れた時の喜びと達成感はひとしおです。そんなふうにみんなで
喜びを共有できるから、老若男女、遠方からもボランティアが集
まってきます。れんが作りを通して、さまざまな人と交流できるの
も魅力の一つですね」と笑顔を見せます。加藤さんは続けて、
「これからは、観光資源として、見学や体験にも力を入れていき
たい。多くの方に活動に参加していただくことで、地域の宝を未
来につなげていきたいです」と抱負を話してくれました。

みんなで、「地域の宝」を
未来に残していこう。

◀伝統技術を習得しなが
ら、地域活性化につな
げる会の取組みが評価
され、「2013年度グッ
ドデザイン賞」の特別
賞「地域づくりデザイ
ン賞」を県内初受賞。

み

き　　た　　かた　れん　　が　 かい

つ や がま

か とう ひろ ゆき

しょうせい

しょう せい

▲焼成されたれんが。
喜多方市役所や喜多
方桐桜高校の門柱に
使用される予定。

▲れんがを活用した施設。

ほ
し
ひ
ろ
し

こうぞ

検 索鮫川和紙

※焼成…陶土を成形したものを高温で焼いて陶器または磁器とすること。

▲昨年11月22日に今年度最後の火入れが行
われました。窯の温度を常に1200度以上に
保つため、約15分間隔で薪入れを行います。
焼成作業は三日三晩行われました。

こうぞ

素朴であたたかい風合いの
鮫川和紙。その歴史は300
年を超えるといわれます。

（上）作業小屋には師匠の星弘さんの写真が飾られ、齋須さ
んの作業を見守っていました。

（下）紙の原料となる楮。何度も冷たい水にさらし手間暇か
けて乳白色の和紙になっていきます。

鮫川和紙の製品は、鮫川村農産物加工・直売所『手・ま
め・館』で購入することができます。
『手・まめ・館』 ☎0247（49）2556

み つ や がま

08ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号



　
齋
須
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
紙

す
き
体
験
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

「
水
が
き
れ
い
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

鮫
川
和
紙
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
の
水
や
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

次
の
世
代
に
も
伝
え
た
い
で
す
」

　
鮫
川
村
で
は
5
年
ほ
ど
前
か
ら
県

外
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
齋
須
さ
ん
は
『
鮫
川
村
農
村
体
験

交
流
協
議
会
』
の
会
長
と
し
て
体
験

活
動
や
農
家
民
泊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
震
災

前
年
に
は
千
葉
県
か
ら
多
く
の
小
学

生
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
原
発
事
故

の
影
響
に
よ
り
、
体
験
活
動
の
申
し

込
み
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
会
で
は
将
来
ま
た
多
く
の
子
ど

も
た
ち
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
農
家

民
宿
の
許
可
申
請
を
進
め
、
先
進
地

を
視
察
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
齋
須
さ
ん
は
「
鮫
川
に
カ

ジ
カ
を
呼
び
戻
す
会
」
の
代
表
で
も

あ
り
、
平
成
18
年
か
ら
会
員
と
共
に

水
質
調
査
と
環
境
整
備
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
こ
こ
数

年
は
カ
ジ
カ
が
産
卵
し
繁
殖
し
て
い

る
の
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
何
も
し
な
い
で
い
る
よ
り
、

自
分
か
ら
動
き
始
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
」

　
震
災
後
も
変
わ
ら
ず
鮫
川
村
に
農

村
体
験
に
来
て
い
る
大
学
生
も
い

て
、
多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
齋
須

さ
ん
。「
私
た
ち
の
よ
う
に
、
定
年

後
の
世
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
な

か
で
で
き
る

こ
と
が
あ

る
」
と
元
気

な
同
世
代
に

エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

　豊かな自然のなかで伝統や自然を守り
若者との交流を楽しむグリーンツーリズ
ムに取り組んできた鮫川村。震災後の風
評被害にもめげず、さらなるあゆみを進め
ています。

定
年
後
に
始
め
た
和
紙
づ
く
り

３
０
０
年
間
続
く
業
を
引
き
継
ぐ

わ
ざ

ま
だ
ま
だ
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
あ
る

　
定
年
退
職
を
機
に
本
格
的
に
鮫
川

和
紙
づ
く
り
を
始
め
た
齋
須
寛
一
さ

ん
。
冷
た
い
水
を
使
い
、
底
冷
え
の

す
る
紙
す
き
小
屋
の
作
業
も
楽
し
そ

う
に
こ
な
し
ま
す
。

　「
慣
れ
て
く
る
と
、
す
い
た
感
覚

で
、
ど
ん
な
紙
が
仕
上
が
る
か
分
か

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
形
に
な
っ
て
い

く
過
程
が
本
当
に
面
白
い
で
す
」。

　
和
紙
づ
く
り
の
師
匠
は
20
年
前
ま

で
紙
す
き
を
し
て
い
た
星
弘
さ
ん
。

当
時
90
歳
だ
っ
た
星
さ
ん
は
、
鮫
川

鮫
川
和
紙
の
家
主
宰
●
齋
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寛
一
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ん
（
鮫
川
村
） 和

紙
づ
く
り
を
知
る
唯

一
の
人
で
、
齋
須
さ
ん

に
喜
ん
で
紙
す
き
を
教

え
る
と
と
も
に
、
快
く

道
具
を
貸
し
て
く
れ
た

と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
紙
の
出
来
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か

認
め
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ

う
や
く
「
こ
の
く
ら
い
で
き
れ
ば
、

よ
か
っ
ぺ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
か

か
っ
た
歳
月
は
４
年
近
く
。
齋
須
さ

ん
が
一
人
前
に
な
っ
た
の
を
見
と
ど

け
て
、
星
さ
ん
は
昨
年
１
月
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。

（下）楮の皮をはぐために集まった仲間たち。作業が終わった後には手
打ちそばを味わうのが恒例になっているそうです。

（左）鮫川和紙を貼り合わせてつくったラ
ンプシェード。紙すきと合わせ製作体験
もできます。詳しくはホームページから
http://samegawa-washi.com/
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思
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胸
に
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そ
う

　蔵の町で知られる喜多方市。かつて蔵のれんがや瓦を製造して
いた「三津谷の登り窯」を保存する活動が進められています。

喜多方煉瓦會 ☎0241（22）5546

　明治23年に創業した「三津谷の登り窯」は、昭和45年に廃
業し、一時は復活したものの静かに眠りについていました。平
成19年に窯が近代化産業遺産に認定されたことをきっかけ
に、「生きた産業遺産」として活用しようと市民有志を中心に
喜多方煉瓦會の前身となる実行委員会が発足。活動当初は、
窯場の修繕作業を中心に行い、れんが作りの伝承者も募集し
てきました。その募集を見てボランティアに参加し、すっかりれ
んがに魅了されてしまったという加藤裕之さんが、現在は窯の
運営にも携わっています。
　震災により窯が破損。しかし「ここで活動をやめられない」と
メンバーも震災支援の活動などで忙しい中、みんなで修復作
業を実施。亀裂をふさいだり、窯内部の補強を行った結果、修
復を始めた約半年後に火入れができるようになりました。今で
は、年に数回のペースでれんがの焼成※を実施。「れんが作り
は全て手作業。でも、手間暇かけて作ったものが地域で活用さ
れた時の喜びと達成感はひとしおです。そんなふうにみんなで
喜びを共有できるから、老若男女、遠方からもボランティアが集
まってきます。れんが作りを通して、さまざまな人と交流できるの
も魅力の一つですね」と笑顔を見せます。加藤さんは続けて、
「これからは、観光資源として、見学や体験にも力を入れていき
たい。多くの方に活動に参加していただくことで、地域の宝を未
来につなげていきたいです」と抱負を話してくれました。

みんなで、「地域の宝」を
未来に残していこう。

◀伝統技術を習得しなが
ら、地域活性化につな
げる会の取組みが評価
され、「2013年度グッ
ドデザイン賞」の特別
賞「地域づくりデザイ
ン賞」を県内初受賞。

み

き　　た　　かた　れん　　が　 かい

つ や がま

か とう ひろ ゆき

しょうせい

しょう せい

▲焼成されたれんが。
喜多方市役所や喜多
方桐桜高校の門柱に
使用される予定。

▲れんがを活用した施設。

ほ
し
ひ
ろ
し

こうぞ

検 索鮫川和紙

※焼成…陶土を成形したものを高温で焼いて陶器または磁器とすること。

▲昨年11月22日に今年度最後の火入れが行
われました。窯の温度を常に1200度以上に
保つため、約15分間隔で薪入れを行います。
焼成作業は三日三晩行われました。

こうぞ

素朴であたたかい風合いの
鮫川和紙。その歴史は300
年を超えるといわれます。

（上）作業小屋には師匠の星弘さんの写真が飾られ、齋須さ
んの作業を見守っていました。

（下）紙の原料となる楮。何度も冷たい水にさらし手間暇か
けて乳白色の和紙になっていきます。

鮫川和紙の製品は、鮫川村農産物加工・直売所『手・ま
め・館』で購入することができます。
『手・まめ・館』 ☎0247（49）2556

み つ や がま

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号
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を
助
け
る
メ
チ
オ
ニ
ン
が
豊
富
な
の
と
不

飽
和
脂
肪
酸
の
含
有
量
が
多
い
の
が
特
徴
。

「
鶏
を
健
康
に
育
て
る
こ
と
が
健
康
な
卵
を

産
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
餌
に
も
こ
だ
わ
り
、
地
元
企
業
の
ビ
ー

ル
酵
母
や
栄
養
価
の
高
い
餌
を
与
え
て
い

ま
す
」
と
伊
藤
さ
ん
。
卵
は
地
元
や
近
隣

の
菓
子
店
で
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
昨
年
11
月
か
ら
は
、
都
内
の
有
名

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
後
は
放
射
性
物
質
の
対
策
を
し
な

が
ら
、健
康
な
本
宮
烏
骨
鶏
を
育
て
、

そ
の
堆
肥
で
土
壌
改
良
を
行
い
、
質
の
高

い
商
品
開
発
を
目
指
す
「
本
宮
烏
骨
鶏
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
風

評
被
害
で
注
文
が
減
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
説
明

し
、
ま
た
風
評
を
な
く
そ
う
と
本
宮
市
役

所
と
一
緒
に
P
R
・
販
路
拡
大
に
努
め
、

商
談
会
に
出
か
け
る
な
ど
の
活
動
を
す
る

こ
と
で
、
現
在
は
注
文
も
回
復
し
て
き
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
地
元
農
家
の
方
々
に

養
鶏
を
委
託
し
て
、
鶏
糞
の
活
用
と
収
入

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
伊
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「『
食
は
命
』
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
た
食
事
を
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
人
々
が
健
康
に
な
れ
ば
医

療
費
も
か
か
ら
ず
、
ひ
い
て
は
地
域
の
た

め
に
も
な
り
ま
す
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
夢
は
あ
る
け
ど

ま
だ
秘
密
で
す
と
、笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

食
ふくしまの

目指すは「健康絶好調」！

本宮烏骨鶏
「健康な卵」が健康な体づくりをサポート

国
で
古
く
か
ら
不
老
長
寿
の
秘
薬

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
烏
骨
鶏
。

旧
本
宮
町
で
は
以
前
か
ら
農
家
で
烏
骨
鶏

が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
卵
の
生
産

量
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
役
場
農
政
課
に
勤
務
し
て
い
た

伊
藤
さ
ん
は
、
そ
ん
な
農
家
の
方
々
の
声

を
聞
き
、
生
産
量
を
増
や
す
た
め
品
種
改

良
を
提
案
。
平
成
6
年
か
ら
、
地
域
特
産

品
と
し
て
開
発
し
、
収
入
も
得
よ
う
と
い

う
、町
の
「
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
」

の
一
環
と
し
て
飼
育
に
取
り
組
み
始
め
、

「
本
宮
烏
骨
鶏
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
長

年
生
産
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
伊
藤
さ
ん

も
、
退
職
後
は
本
格
的
に
参
加
。
昨
年
7

月
に
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
を
し
、
現

在
は
6
人
の
社
員
と
約
2
0
0
0
羽
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。

　「本
宮
烏
骨
鶏
」
の
卵
は
、高
た
ん
ぱ
く
・

低
脂
肪
・
低
カ
ロ
リ
ー
で
、
肝
臓
の
働
き

中

検 索本宮烏骨鶏

地域住民が生涯現役で
自立できる健康づくりを

応援します！

☎0243（24）8553

遠赤外線を使い旨みが凝縮した「とろーり酵母卵」は、とろりとした黄身と柔らかく
プリン状の白身の、半熟でも生でもない卵

株式会社本宮烏骨鶏　取締役会長

伊藤 彦太郎さん（左から2人目）と社員の皆さん
い とう ひこ た ろう

う こっ けい

栄
養
価
の
高
い
ヘ
ル
シ
ー
な
卵

烏
骨
鶏
の
飼
育
を
通
し
て
夢
が
広
が
る

震

▲震災後、ケージを20㎝かさ上げして放射線量を低減

▲生後2か月の
　メスのひな

◀粉末化した卵油
を粒状にした新
商品は、今年から
販売の予定

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタンがゆく
福島県復興シンボルキャラクター

キビタンGO！ ～ふくしまから はじめよう。～
【FTV】 毎週火　21:54～22:00

新生ふくしま ～ふくしまから はじめよう。～
【FCT】 毎週土　16:55～17:00

県からの
お知らせ
【福島民報・福島民友】 
原則毎月
第2・第4土曜日の翌日

広報誌バックナンバーや番組の詳細などをご覧になれます▶ 検 索広報ステーション

ゴジてれ Chu！
【FCT】 月～金　18 時台

ウィークリー県政トピックス
【KFB】 毎週日　17:25～17:30

ウィークリー県政ナビ
【TUF】 毎週日　11:40～11:45

ふくしまてくてく
【フジテレビ（関東ローカル）】 毎週土 11:40～11:45
【FTV】 毎週日　11:45～11:50

サタふく　「ふくしま調査隊」
【FTV】 毎週土　11:30～12:55

ゴジてれ Chu！　「ふくしま情報スクエア」
【FCT】 毎週火　15:50～16:53

ふくしまスーパーJチャンネル　「ふくしまから はじめよう。」
【KFB】 毎月最終金　 17:36～17:54

はぴスタ　「行け！行け！キビタン！」
【TUF】 毎月最終水　9:55～10:50

知事室からこんにちは
ふくしまから はじめよう。 
ふるさとだより
【rfc】 毎月最終火　
12:30～12:45

ふくしま
イブニングブレイク
【ふくしまFM】 月～金　
17:30～17:35

※一部、放送時間が変わることもあります。

広報
テレビ番組 ラジオ番組

新　聞

ステーション

県の施策を分かりやすく紹介　

復興への取り組みをお伝えします

キビタンの天気予報

1週間の県政の動きを紹介

観光地などのふくしまの魅力と今を紹介

検 索キビタンの部屋

キビタンの活動の様子
や、スケジュールなどを紹
介。キビタンと会えるイベ
ントをぜひ、チェックして！

キビタンの部屋

024（953）6881T E L
kibitan@passage-inc.co.jpEメール

幼稚園・保育所・小学校の
イベントにキビタンを呼ぼう！

●イラストを送ってくれてどうもありがとう！
　キビタン賞のイラストを紹介します。

イラスト随時受付中！キビタンの絵を大募集！ ゆめだよりでご紹介します。
◆対　　象／小学生以下
◆キビタン賞に輝いたイラストは4月号の誌面でご紹介します。（※）
◆住所、氏名、電話番号、年齢または学年を記入の上、同封してください。

キビタン賞の
お友だちには、
キビタングッズを
プレゼント。

960-8670

県
庁
広
報
課

「
キ
ビ
タ
ン

イ
ラ
ス
ト
募
集
」係

封書でご応募ください

※お名前・年齢（学年）、お住まいの
　市町村名を掲載させていただき
　ます

おめでとう!!おめでとう!!

宇野陽喜さん・6才 （いわき市）
はる き

吉田遥大さん
9才 （西郷村）

佐藤　詩さん
7才 （須賀川市） 増子蒼人さん

3才 （郡山市）

渡部晴生さん
6才（会津若松市）

たけだゆりさん
6才 （いわき市）

はる き

はる と

み　う

半澤美羽さん
4才 （会津若松市）

藤田若奈さん
4才 （郡山市）

飯田空大さん・5才 （福島市）

飯田ヒカルさん・7才 （福島市）

そ　ら

うた

あお と

増子和音さん
7才 （郡山市）

かのん 小林実莉さん
3才 （いわき市）

みのり

矢沢美優さん
6才 （只見町）

みゅう

わか な

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号読者からのお便りお米作っています。震災でいろいろな苦労がありますが来年も頑張っておいしいお米つくります。 （田村市 50 代女性） 10



を
助
け
る
メ
チ
オ
ニ
ン
が
豊
富
な
の
と
不

飽
和
脂
肪
酸
の
含
有
量
が
多
い
の
が
特
徴
。

「
鶏
を
健
康
に
育
て
る
こ
と
が
健
康
な
卵
を

産
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
餌
に
も
こ
だ
わ
り
、
地
元
企
業
の
ビ
ー

ル
酵
母
や
栄
養
価
の
高
い
餌
を
与
え
て
い

ま
す
」
と
伊
藤
さ
ん
。
卵
は
地
元
や
近
隣

の
菓
子
店
で
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
昨
年
11
月
か
ら
は
、
都
内
の
有
名

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
後
は
放
射
性
物
質
の
対
策
を
し
な

が
ら
、健
康
な
本
宮
烏
骨
鶏
を
育
て
、

そ
の
堆
肥
で
土
壌
改
良
を
行
い
、
質
の
高

い
商
品
開
発
を
目
指
す
「
本
宮
烏
骨
鶏
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
風

評
被
害
で
注
文
が
減
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
説
明

し
、
ま
た
風
評
を
な
く
そ
う
と
本
宮
市
役

所
と
一
緒
に
P
R
・
販
路
拡
大
に
努
め
、

商
談
会
に
出
か
け
る
な
ど
の
活
動
を
す
る

こ
と
で
、
現
在
は
注
文
も
回
復
し
て
き
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
地
元
農
家
の
方
々
に

養
鶏
を
委
託
し
て
、
鶏
糞
の
活
用
と
収
入

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
伊
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　「『
食
は
命
』
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
た
食
事
を
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
人
々
が
健
康
に
な
れ
ば
医

療
費
も
か
か
ら
ず
、
ひ
い
て
は
地
域
の
た

め
に
も
な
り
ま
す
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
夢
は
あ
る
け
ど

ま
だ
秘
密
で
す
と
、笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

食
ふくしまの

目指すは「健康絶好調」！

本宮烏骨鶏
「健康な卵」が健康な体づくりをサポート

国
で
古
く
か
ら
不
老
長
寿
の
秘
薬

と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
烏
骨
鶏
。

旧
本
宮
町
で
は
以
前
か
ら
農
家
で
烏
骨
鶏

が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
卵
の
生
産

量
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
役
場
農
政
課
に
勤
務
し
て
い
た

伊
藤
さ
ん
は
、
そ
ん
な
農
家
の
方
々
の
声

を
聞
き
、
生
産
量
を
増
や
す
た
め
品
種
改

良
を
提
案
。
平
成
6
年
か
ら
、
地
域
特
産

品
と
し
て
開
発
し
、
収
入
も
得
よ
う
と
い

う
、町
の
「
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
事
業
」

の
一
環
と
し
て
飼
育
に
取
り
組
み
始
め
、

「
本
宮
烏
骨
鶏
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
長

年
生
産
の
指
導
を
行
っ
て
き
た
伊
藤
さ
ん

も
、
退
職
後
は
本
格
的
に
参
加
。
昨
年
7

月
に
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
を
し
、
現

在
は
6
人
の
社
員
と
約
2
0
0
0
羽
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。

　「本
宮
烏
骨
鶏
」
の
卵
は
、高
た
ん
ぱ
く
・

低
脂
肪
・
低
カ
ロ
リ
ー
で
、
肝
臓
の
働
き

中

検 索本宮烏骨鶏

地域住民が生涯現役で
自立できる健康づくりを

応援します！

☎0243（24）8553

遠赤外線を使い旨みが凝縮した「とろーり酵母卵」は、とろりとした黄身と柔らかく
プリン状の白身の、半熟でも生でもない卵

株式会社本宮烏骨鶏　取締役会長

伊藤 彦太郎さん（左から2人目）と社員の皆さん
い とう ひこ た ろう

う こっ けい

栄
養
価
の
高
い
ヘ
ル
シ
ー
な
卵

烏
骨
鶏
の
飼
育
を
通
し
て
夢
が
広
が
る

震

▲震災後、ケージを20㎝かさ上げして放射線量を低減

▲生後2か月の
　メスのひな

◀粉末化した卵油
を粒状にした新
商品は、今年から
販売の予定

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタンがゆく
福島県復興シンボルキャラクター

キビタンGO！ ～ふくしまから はじめよう。～
【FTV】 毎週火　21:54～22:00

新生ふくしま ～ふくしまから はじめよう。～
【FCT】 毎週土　16:55～17:00

県からの
お知らせ
【福島民報・福島民友】 
原則毎月
第2・第4土曜日の翌日

広報誌バックナンバーや番組の詳細などをご覧になれます▶ 検 索広報ステーション

ゴジてれ Chu！
【FCT】 月～金　18 時台

ウィークリー県政トピックス
【KFB】 毎週日　17:25～17:30

ウィークリー県政ナビ
【TUF】 毎週日　11:40～11:45

ふくしまてくてく
【フジテレビ（関東ローカル）】 毎週土 11:40～11:45
【FTV】 毎週日　11:45～11:50

サタふく　「ふくしま調査隊」
【FTV】 毎週土　11:30～12:55

ゴジてれ Chu！　「ふくしま情報スクエア」
【FCT】 毎週火　15:50～16:53

ふくしまスーパーJチャンネル　「ふくしまから はじめよう。」
【KFB】 毎月最終金　 17:36～17:54

はぴスタ　「行け！行け！キビタン！」
【TUF】 毎月最終水　9:55～10:50

知事室からこんにちは
ふくしまから はじめよう。 
ふるさとだより
【rfc】 毎月最終火　
12:30～12:45

ふくしま
イブニングブレイク
【ふくしまFM】 月～金　
17:30～17:35

※一部、放送時間が変わることもあります。

広報
テレビ番組 ラジオ番組

新　聞

ステーション

県の施策を分かりやすく紹介　

復興への取り組みをお伝えします

キビタンの天気予報

1週間の県政の動きを紹介

観光地などのふくしまの魅力と今を紹介

検 索キビタンの部屋

キビタンの活動の様子
や、スケジュールなどを紹
介。キビタンと会えるイベ
ントをぜひ、チェックして！

キビタンの部屋

024（953）6881T E L
kibitan@passage-inc.co.jpEメール

幼稚園・保育所・小学校の
イベントにキビタンを呼ぼう！

●イラストを送ってくれてどうもありがとう！
　キビタン賞のイラストを紹介します。

イラスト随時受付中！キビタンの絵を大募集！ ゆめだよりでご紹介します。
◆対　　象／小学生以下
◆キビタン賞に輝いたイラストは4月号の誌面でご紹介します。（※）
◆住所、氏名、電話番号、年齢または学年を記入の上、同封してください。

キビタン賞の
お友だちには、
キビタングッズを
プレゼント。

960-8670

県
庁
広
報
課

「
キ
ビ
タ
ン

イ
ラ
ス
ト
募
集
」係

封書でご応募ください

※お名前・年齢（学年）、お住まいの
　市町村名を掲載させていただき
　ます

おめでとう!!おめでとう!!

宇野陽喜さん・6才 （いわき市）
はる き

吉田遥大さん
9才 （西郷村）

佐藤　詩さん
7才 （須賀川市） 増子蒼人さん

3才 （郡山市）

渡部晴生さん
6才（会津若松市）

たけだゆりさん
6才 （いわき市）

はる き

はる と

み　う

半澤美羽さん
4才 （会津若松市）

藤田若奈さん
4才 （郡山市）

飯田空大さん・5才 （福島市）

飯田ヒカルさん・7才 （福島市）

そ　ら

うた

あお と

増子和音さん
7才 （郡山市）

かのん 小林実莉さん
3才 （いわき市）

みのり

矢沢美優さん
6才 （只見町）

みゅう

わか な

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号 読者からのお便り 復興は少しずつ確実に進んでいるのでしょうが、なかなか私たちの目には復興を感じるものが少ないような気がします。一人一人が少し

ずつ力を出し合って、乗り越えていきたいですね。頑張りましょう。 （郡山市 40 代女性）
11



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号読者からのお便り 12

I N F O R M A T I O N

地 域ゆめ情 報

　国際サッカー
連盟と日本サッ
カー協会の支
援による天然芝
コート３面・人
工芝コート１面
と、市が整備し
た人工芝コート
１面の計５面の
コートが昨年１２月に完成しました。今年は、夜間照明や
クラブハウス施設などの整備を予定しています。低料金
で 1 年中利用できますので、ぜひご利用ください。

　桐ゲタ飛ばし全国大会や
雪上運動会、スノーモービ
ル乗車体験など、雪国西会
津ならではのイベントが盛り
だくさんです !
　県内のご当地グルメや地
元産のそばが楽しめる「うま
いもん＆そばまつり」のほか
冬の夜空を彩る雪上花火や
キャンドルナイトも開催しま
す。ぜひご来場ください。

　毎年全国ラ
ンニング大会
100 選に選ば
れ、ランナーに
人気の本大会。
第 1 回大会か
ら年々参加定
員を増やし、規
模を拡大してき
ましたが、今大会は、ついに 1 万人規模の大会となります。
　ランナーの皆さんが最後まで楽しく走り切れるように、
ぜひ沿道で熱い声援をお送りください。

　献上桃の里・桑折町で毎
年恒例のひな祭りに、風評被
害払拭を願って昨年から加
わった桃

もも

雛
びな

。桑折町民と浪江
町民が心ひとつに作った「桃
雛」が、ひな人形・吊るし
雛
びな

・さるぼぼとともに、商店
街を優しく彩ります。さらに
今年は地元食材を活かした手
料理コンテスト入選作品での

「おもてなし」を予定していま
す。ぜひお越しください。

相馬市生涯学習課スポーツ振興係
☎0244(37)2278

西会津町ふるさと振興推進委員会
（西会津町商工観光課）
☎0241(45)2213

いわきサンシャインマラソン実行委員会事務局（いわき市観光交流課内）
☎0246(22)7607

桃雛まつり実行委員会（桑折町商工会内）
☎024(582)2474

サッカーコート5面が完成!
相馬光陽サッカー場

第24回西会津雪国まつり
2月9日（日）　10：00～18：30
会場：西会津町さゆり公園

第5回いわきサンシャインマラソン
2月9日（日）　9：00 フルマラソンスタート

桃
もも

雛
びな

まつり
2月16日（日）〜3月3日（月）　10：00～16：00
会場：桑折町中央通り商店街

相馬市

西会津町

いわき市

桑折町

検 索検 索相馬光陽サッカー場

検 索検 索西会津町 桃雛

被災して埼玉県にいるので、ゆめだよりで福島県のことを知ることができて、幸せです。ありがとうございます。（埼玉県 30 代女性）



ふくしまから はじめよう。
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平田村 第３回ひらた冬まつり
2月2日㈰／ジュピアランドひらた
問平田村産業課　0247（55）3115

飯舘村 村民ふれあい集会
2月2日㈰／パルセいいざか
問飯舘村総務課企画係　024（562）4246
会津若松市 会津絵ろうそくまつり
2月7日㈮ ・ 8日㈯／鶴ケ城、御薬園、市内各所
問会津絵ろうそくまつり実行委員会事務局（会津若松観光物産
協会）　0242（24）3000

只見町 第42回只見ふるさとの雪まつり
2月8日㈯ ・ 9日㈰／JR只見駅前広場
問只見ふるさとの雪まつり実行委員会　0241（82）5240

下郷町 大内宿雪まつり
2月8日㈯ ・ 9日㈰／大内宿
問下郷町観光協会　0241（69）1144

白河市 白河だるま市
2月11日㈷／市内目抜き通り
問㈶白河観光物産協会　0248（22）1147

塙町 つるし雛
びな

2月15日㈯ 〜 3月2日㈰／塙町コミュニティプラザ
問塙町コミュニティプラザ　0247（43）4120

金山町 会津かねやま雪まつり
2月16日㈰／金山町民体育館周辺
問金山町商工観光係　0241（54）5327
北塩原村 裏磐梯雪まつり

2月21日㈮ 〜 23日㈰／裏磐梯サイトステーション、レンゲ沼
問裏磐梯雪まつり実行委員会（裏磐梯観光協会内）
0241（32）2349

昭和村 第31回からむし織の里雪まつり
2月23日㈰／からむし織の里
問からむし織の里雪まつり実行委員会　0241（57）3100

会津美里町 文
もん

殊
じゅ

大
たい

祭
さい

2月25日㈫／清龍寺文殊堂
問会津美里町観光協会　0242（56）4882

伊達市 つつこ引き祭り
3月2日㈰／保原町内
問同祭実行委員会　024（576）4062

三島町 第33回三島町生活工芸品展＆第13回全国編み組工芸品展
３月15日㈯ ・ 16日㈰／三島町生活工芸館・交流センター山びこ
問三島町生活工芸館　0241（48）5502

福島市 劇団ひとみ座人形劇「美女と野獣」
３月23日㈰／こむこむ　わいわいホール
問こむこむ　024（524）3131
檜枝岐村 林千春メモリアルスキー大会

３月29日㈯／尾瀬檜枝岐温泉スキー場
問檜枝岐村総務課　0241（75）2500

検 索検 索福島県内の主な行事その他の行事はホームページ

 

2
月

 

3
月

県内の主なイベント

　「寒晒しそば」
は徳川将軍家に
献上されていた
という記録が残
るぜいたくなそ
ばです。
　極寒の時期に
冷たい渓流に玄

げん

そば（そばの実）を浸し、引き揚げて寒風に晒し乾燥さ
せ作るそばは旨味を増し、弾けるような食感になります。
幻の技法で作り上げる「寒晒しそば」をぜひ、ご賞味く
ださい。事前予約が必要です。

　県内外から全
日 本 合 唱 コ ン
クール全国大会
金賞団体などを
招いて開催する

「音楽都市こおり
やま」ならでは
のイベントです。

“東北のウィーン”で全国トップレベルの美しいハーモニー
をお楽しみください。入場は無料ですが整理券が必要で
す。詳しくは下記へお問い合わせください。

喜多方市山都総合支所産業課　☎ 0241(38)3841
きたかた商工会山都地区センター　☎ 0241(38)2254

郡山市教育委員会文化課
☎024(924)2661

第17回会津山都寒
かん

晒
ざら

しそばまつり
3月22日（土）・23日（日） 10：00〜14：00（終了は15：00）
会場：山都体育館

第19回音楽都市こおりやま全国合唱祭
3月2日（日）　13：30開演
会場：郡山市民文化センター大ホール

喜多方市

郡山市

検 索検 索山都寒晒しそばまつり

福島ユナイテッド FC の育成へ、全県で支援できる方策へ県としても力を貸してくださるよう切望しています。福島の活力を戻すためにも！
（福島市 70 代男性）



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・2 月号読者からのお便り 14さまざまな分野で、たくさんの人たちが頑張って前に進んでいる姿が励みになります。これからもお願いします。（白河市 50 代女性）

　

自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
の
所
有
者（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用

者
）に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
な
ど
で
も
、

３
月
末
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
手
続
き
を

済
ま
せ
な
い
と
、引
き
続
き
元
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、住
所
を
変
更
し
た
場
合
も
、住
民

票
の
異
動
だ
け
で
は
納
税
通
知
書
の
送
付
先

は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、運
輸
支
局
で
車
検

証
の
住
所
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部

	

ま
た
は 

県
庁
税
務
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
７
０

　

県
産
農
林
水
産
物
の
現
状
や
食
の
安
全

性
に
つい
て
、分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。朝
日
新
聞
編

集
委
員
の
大
村
美
香
氏
の
基
調
講
演
を
は

じ
め
、最
新
の
研
究
成
果
発
表
、生
産
、流

通・小
売
、消
費
者
の
各
代
表
に
よ
る
食
の

安
全
・
安
心
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
８
日
㈯
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ（
郡
山
市
）

参
加
料　
無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

申
し
込
み
方
法　
郵
送
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

大
会
は
、高
校
生
ス
キ
ー
競
技
の
最
高
峰
の

大
会
で
、全
国
各
地
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積

ん
だ
精
鋭
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
高
校
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

躍
動
す
る
姿
に
声
援
を
送
って
く
だ
さ
い
。

問
県
教
育
庁
健
康
教
育
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）８
４
０
９

●
東
日
本
大
震
災
追
悼
復
興
祈
念
式

日
時　
３
月
11
日
㈫ 

午
後
2
時
30
分
〜

場
所　
県
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
ホ
ー
ル

参
加
料　
無
料（
要
事
前
申
し
込
み
）

●
ふ
く
し
ま
コ
ン
サ
ー
ト“
復
興
の
ひ
び
き
〟

日
時　
3
月
11
日
㈫ 

午
後
５
時
30
分
〜

場
所　
県
文
化
セ
ン
タ
ー　
大
ホ
ー
ル

出
演
者　
雅
楽
師・東
儀
秀
樹
氏
、県
内
の

学
生
の
団
体
な
ど

参
加
料　
無
料（
要
事
前
申
し
込
み
）

申
し
込
み
方
法　
①
氏
名
、②
住
所
、③
電

話
番
号
、④
同
行
者
氏
名
を
記
入
の
上
、

往
復
は
が
き
で
各
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
1
枚
に
つ
き
2
名
ま
で
）。

	

※
２
月
20
日
㈭
当
日
消
印
有
効

申・問
〒
９
６
３-

０
７
２
４

	

郡
山
市
田
村
町
上
行
合
字
西
川
原
７-

５

	

『
追
悼
式
』係　
ま
た
は

	

『
復
興
の
ひ
び
き
』係

	

☎
０
２
４（
９
４
２
）３
１
１
０

	

県
庁
企
画
調
整
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）８
６
２
７

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
掲
載
の
旅

館・ホ
テ
ル
、お
店
で
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
と
、

抽
選
で
宿
泊
券
な
ど
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
り
ま
す
。

　

30
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
と「
び
ゅ
う
商
品
券

（
10
万
円
分
）」が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
！ 

ま
た
、

ク
ー
ポ
ン
の
利
用
で
、よ
り
お
得
な
ふ
く
し
ま

の
旅
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
パス
ポ
ー
ト
は
、県
内
J
R
主
要
駅
、道
の

駅
、S
A・P
A
、観
光
案
内
所
、参
加
店
舗

な
ど
で
無
料
配
付
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も

参
加
で
き
ま
す
。

期
間　
2
月
17
日
㈪
か
ら
12
月
31
日
㈬
ま
で

問
県
庁
観
光
交
流
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
３
９
８

　

２
月
４
日
㈫
か
ら
８
日
㈯
ま
で
、猪
苗
代

町（
ア
ル
ペ
ン
競
技
・ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
）と
秋
田
県
鹿
角
市（
ジ
ャ
ン
プ
競
技・コ
ン

バ
イ
ン
ド
競
技
）に
お
い
て
、第
63
回
全
国
高

等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。県

内
で
の
開
催
は
29
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。本

検 

索

３
・
11
ふ
く
し
ま
復
興

検 

索

第
63
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

催
　
し

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年

追
悼
と
復
興
の
催
し

案
　
内

プ
レ
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画「
福
が
満
開
、福
の
し
ま
。」

プ
レ
ゼ
ン
ト
＆
ク
ー
ポ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

案
　
内

「
自
動
車
の
移
転（
変
更・抹
消
）登
録
を

忘
れ
ず
に
！
」

案
　
内

高
校
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
熱
い
声
援
を
！

I N F O R M A T I O N

県 からの お 知らせ

申・問
〒
９
６
０-

８
６
７
０（
住
所
記
載
不
要
）

	

県
庁
農
林
企
画
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
３
１
９

フ
ァ
ク
ス 

０
２
４（
５
２
１
）７
９
４
４

	

電
子
メ
ー
ル kikaku.aff@

pref.
fukushim

a.lg.jp

　

３
月
20
日
㈭
か
ら
23
日
㈰
の
４
日
間
、福

島
市
音
楽
堂
に
全
国
の
合
唱
団
が
集
い
ま

す
。今
回
か
ら
、小
学
校・ジ
ュニ
ア
グ
ル
ー
プ

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。少
人
数
編
成
の
合
唱

団
に
よ
る「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」の
美
し
さ
を
ぜ
ひ

会
場
で
体
感
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、ロ
ー
ソ

ン
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、福
島
市
音
楽
堂
、県
文

化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト

金
額

発
売
開
始
日

4
日
通
し
券

8
千
円

1
月
31
日
㈮

部門別
3
月
20
日
㈭

〜
22
日
㈯

2
千
円

（
当
日

2
千
5
百
円
）

2
月
11
日
㈷

本選
3
月
23
日
㈰

2
千
5
百
円

（
当
日
3
千
円
）

問
県
庁
文
化
振
興
課

	

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
５
４

検 

索

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

催
　
し

「
食
」と「
ふ
る
さ
と
」安
全・安
心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

催
　
し

第
7
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会

検 

索

食
と
ふ
る
さ
と
新
生
運
動

「福が満開、福のしま。」
パスポート（※イメージ）
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ゆめだより・2 月号 読者からのお便り15

施設インフォメーション

2月21日㈮
〜24日㈪ 骨董＆棚卸大市

3月15日㈯
・16日㈰

うつくしま住まいと
リフォーム博2014

3月22日㈯
・23日㈰ ふくしま再興祭り2014

2月6日㈭
・7日㈮ 北方領土パネル展

2月9日㈰
〜11日㈷ 第14回県工建築展

2月28日㈮
〜3月2日㈰

硯
けん

心
しん

書道会学生部
書道展

3月6日㈭
〜9日㈰ 刑務作業製品展示会

2月9日㈰ ふくしまっ子総合文化祭
〜未来へツナグふくしま愛〜

2月15日㈯ 福島成蹊高等学校
ふれあいコンサート

2月23日㈰
財団法人
福島県文化振興財団主催
地域史研究会※

3月9日㈰ ドキドキ！
プリキュアショー※

3月15日㈯ ＮＨＫ交響楽団
福島公演※

3月23日㈰ 第21回 つばさの夢
チャリティーコンサート※

※有料のイベントです（他のイベントは入場無料）
◦予定につき内容が変更される場合があります。この他にもたく
　さんのイベントが開催されます。

主な震災関連相談窓口一覧
電話相談窓口 月～金曜日：午前8時30分～午後8時
 土 日 祝 日：午前8時30分～午後6時
電話相談窓口　月～金曜日：午前８時３０分～午後5時15分（祝日を除く）

巡回法律相談　県内７方部において弁護士による無料の
 対面相談を実施（予約制）

※毎週水曜日午後１時～５時は弁護士による電話法律相談を実施

被災者住宅相談窓口専用ダイヤル
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県庁避難者支援課　または　避難元（先）の自治体
月～金曜日：午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）

0120（988）359
フリーダイヤル

024（523）1501

024（521）7698

024（523）4157

024（549）5130

0120（899）721
フリーダイヤル

024（521）7017

放射線に関する
問い合わせ

原子力損害賠償などに
関する問い合わせ

県内の仮設住宅への入居や、
被災住宅の支援に関して
県内外に避難した人の
相談窓口
県民健康管理調査の実施に
関する問い合わせ

県政に関する総合相談窓口
（相談窓口がわからない場合はこちらから）

原子力
災害

生　活

健　康

その他
県庁県民広聴室　県政相談コーナー
月～金曜日：午前9時～正午、午後1時～午後4時（祝日を除く）
このほか各地方振興局にも県政相談コーナーがあります。

☎

☎

☎

☎

☎

検 索福島県  相談窓口一覧

ビッグパレットふくしま

コラッセふくしま

福島県文化センター

郡山市南二丁目　☎ 024(947)8010

福島市三河南町　☎ 024(525)4098

福島市春日町　☎ 024(534)9191

「近代洋画にみる夢
　河野保雄コレクションの全貌」展
長谷川利行や関根正二、青木繁など個性きらめく洋画家の作品収
集で知られ、百点美術館を福島市に開いた河野保雄（1936-2013）
コレクションの全貌を、約400点の作品で振り返ります。
◉開催期間：3月23日㈰まで 
◉観覧料：一般・大学生800（640）円、高校生600（480）円
　小・中学生400（320）円　※（　）内は20名以上の団体料金
◉休館日：毎週月曜日（国民の祝日は除く）、2月12日㈬

「特集展　東北の伝承切り紙
　－千葉惣次コレクションを中心にして－」
紙を小刀で切ってつくる切り紙。伝承切り紙の美しさに心ひかれ、東
北各地をめぐり集めた千葉惣次さんのコレクションを中心に展示し
ます。また、写真家 大屋孝雄さんの写真も展示します。
◉開催期間：3月27日㈭まで
◉観覧料：一般・大学生260円、高校生以下無料
◉休館日：毎週月曜日（国民の祝日は除く）、2月12日㈬

「つるし雛
びな

」
ちりめん細工教室「ままや」協力のもと、さまざまな海の生
き物をかたどった「つるし雛」を展示します。
◉開催期間：2月20日㈭〜3月3日㈪
◉入館料：一般・大学生1,600円、高校生・小中学生800円、
　未就学児無料
◉年中無休

『特別企画展』文化財復興展
「救出された双葉郡の文化財Ⅱ」
双葉町・大熊町・富岡町の各資料館から、文化財レスキュー活動
で救出し、まほろん敷地内の仮保管施設に収納している文化財
を公開・展示します。文化財は地域の歴史にとって大切な財産
です。守り伝えられてきた郷土の資料をぜひご覧ください。
◉開催期間：3月23日㈰まで
◉入館料：無料
◉休館日：毎週月曜日（国民の祝日は除く）、2月12日㈬

宮城県南三陸町入谷・八幡神社　撮影　大屋孝雄

つるし雛

関根正二「信仰」1918年頃 当館蔵

獅子頭（大熊町）　こけし（双葉町）
掛軸（富岡町）

福島県立美術館　　福島市森合字西養山 1  ☎ 024(531)5511検索  

福島県立博物館　　会津若松市城東町 1-25　☎ 0242(28)6000検索  

福島県文化財センター白河館　まほろん　　白河市白坂一里段 86　☎ 0248(21)0700検索  

環境水族館　アクアマリンふくしま　　いわき市小名浜字辰巳町 50　☎ 0246(73)2525検索  

ふくしまの旨い水・米を使って、いろいろな技術で工夫をしたり、子どもも大人も頑張っている様子を読んで、エネルギーをもらっています。
ふくしまが、明るく復興していくことを祈ります。ガンバッペー !!（いわき市 80 代女性）
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次回（No.243)は4月1日号です。「福島○○○○○○FC」ユ ナ イ テッド前回（12月号）の正解は 　　　　　　　でした。（応募総数1638通 うち正解1464通）

問　題

県民の声ミニアンケート

● 応募方法／ はがきまたはファクス、電子メールにクイズの答え、アンケー
トの答えと、本誌の中で興味を持った記事、ご意見・ご感想、
県政に対する疑問・質問などをお書きの上、住所・氏名・年齢・
職業・電話番号を記入してお送りください。正解者の中から
抽選で30名様に、「卵のケーキ ら・らん」を差し上げます。

●締め切り／ 2月 28日㈮当日消印有効
  当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

※アンケートの回答内容はプレゼントの当選には関係ありません。
※ご応募いただいた皆さんの個人の情報は、賞品発送に使用し、
　それ以外の目的には使用しません。
　いただいたご意見などは、誌面に掲載する場合があります。

○の中に文字を入れてください。（ヒントは6ページ）

検 索ゆめクイズ

yume@pref.fukushima.lg.jp
024(521)7901

電子メール
ファクス

9 6 0 8 6 7 0

県庁

広報課
「ゆめクイズ」係

Y

U
M E  Q U

I Z

クイズの答え

・県民の声ミニアンケートの回答
　（例） 問1①②③　問2①
・興味を持った記事
・本誌へのご意見、ご感想
・県政への疑問、質問など
・郵便番号 住所 氏名 年齢
　職業  電話番号

復興の願いを込めて─

★２月号の正解は次号で発表！ たくさんのご応募お待ちしています。

▲「卵のケーキ ら・らん」

○が満開、福のしま。

                「卵のケーキ ら・らん  」が当たる！

○が満開、福のしま。
来年4月～6月に本番を迎えるふくしまデスティネーション
キャンペーンのキャッチコピーは？

Q

（
５
個
入
）

本宮烏骨鶏
本宮ブランド

30名様に
プレゼント

問１　県が公表している放射線のモニタリング情報のうち、あなたが知りたい
情報はどれですか？（３つまで）

 ①空間線量　②食品　③海洋　④土壌　⑤大気　⑥河川・地下水
問２　県民健康管理調査「基本調査」問診票に、記入が容易な「簡易版」が導入 

されたことをご存じですか？
 ①はい　　②いいえ

素材にこだわり
しっとりした食感


